
令和７年度 学校評価アンケート（保護者） 

北海道岩見沢東高等学校（定時制） 

４：そう思う ３：だいたいそう思う ２：あまりそう思わない １：まったくそう思わない 

（１年生 ９名、２年生９名、３年生９名、４年生２名  計２９名   回答率３８％） 

質問 
項目 評 価 規 準 平均値 前年度 

1 本校に入学してよかったと思う 3.7 3.7 

2 学校案内やＷｅｂページ等により学校の情報発信に努めていると思う 2.9 3.1 

3 本校の学習指導は、個々に応じ、わかりやすいと思う 3.3 3.4 

4 本校は生徒の進路実現に努力していると思う 3.4 3.4 

5 修学旅行や交流レクリェーション、儀式など本校の学校行事の内容は適切であると思う 3.5 3.6 

6 学校祭や体育大会など本校の生徒会主催の行事は充実していると思う 3.5 3.6 

7 本校は思いやりの心や社会生活のルールを守る態度の育成に努めていると思う 3.3 3.6 

8 本校はいじめ等生徒指導上の問題に迅速に対応していると思う 3.5 3.7 

9 本校は生徒の悩みについて相談にのる体制を整えていると思う 3.2 3.4 

10 学習・生活・進路について、本校は保護者との連携を適切に行っていると思う 3.1 3.1 

11 本校は学習環境の整備に努めていると思う 3.3 3.4 

12 本校の給食はおいしく、栄養のバランスがとれていると思う 4.0 4.0 

全 体 平 均 3.4 3.5 

【意見・要望】 

・生徒同士で何かあった時は、先生達がきちんと間に入って話を聞いてあげて欲しい。 

・もっと給食のレパートリーが増えたら良いと思います。 

・カレーは辛口甘口選べると助かります。 

【まとめ】 

・例年、「項目１」は高評価であり、学校への保護者の期待の大きさが窺える。その期待に応えるべ

く、研鑽に努めなければならない。 

・｢項目１，８，12｣を除く各項目に“あまりそう思わない”という回答も散見されていた。これも本

校への期待が大きいことの現れだと認識し、検証、改善をしていかなければならない。 

・例年の「項目12」に対する高評価は特筆すべき点ととらえている。ただし、生徒同様、校舎移転後

の“自校給食”から“委託給食”への転換にともなう体系の変化に対しての理解を保護者に求めて

いかなければならない。 

 


